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本
書
の
概
要

　

本
書
は
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
平
成
二
十
七
年
度
特
別
展
「
京
の
イ
ル
カ
と
学
び
の
ド
ラ
マ
」
及
び
付
帯
事
業
に

つ
い
て
の
成
果
報
告
書
で
あ
る
。
本
書
で
は
展
覧
会
と
付
帯
事
業
を
合
わ
せ
て
「
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ぶ
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
京
都
大
学
総
合
博
物
館
が
蓄
積
し
て
き
た
生
涯
学
習
の
手
法
や
学
校
現
場
、
教
育
委
員

会
、
公
的
機
関
、
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
、「
海
の
学
び
」
及
び
博
学
連
携
事
業
を
通
じ
て
、
近
年
、
学

習
指
導
要
領
で
の
導
入
に
よ
り
騒
が
れ
て
い
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
つ
い
て
の
実
践
事
例
を
積
み
重
ね
、

そ
の
全
体
像
を
広
く
社
会
一
般
に
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
船
の
科
学
館
・
日
本
財
団
よ
り
支
援
を
受
け
て
行
う
三
回
目
の
展
覧
会
で
あ
り
、「
学
び
」を
テ
ー

マ
に
し
た
二
度
目
の
展
覧
会
企
画
と
な
っ
て
い
る
。
京
都
大
学
総
合
博
物
館
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
ま
で
様
々
な

生
涯
学
習
活
動
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
一
年
間
を
通
し
て
学
校
現
場
と
の
連
携
を
今
回
の
規
模
で
行
う
の
は
初
め
て
で

あ
り
、
ま
た
、
京
都
大
学
に
お
け
る
高
大
接
続
、
地
域
連
携
の
取
り
組
み
を
鑑
み
て
も
類
を
見
な
い
も
の
と
自
負
す
る
。

第
一
章　
「
京
の
イ
ル
カ
と
学
び
の
ド
ラ
マ
」
に
つ
い
て
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「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
は
？

　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
も
と
も
と
、
欧
米
の
大
学
教
育

の
中
で
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
（
註
１
）。
こ
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
の
動
き
は
日
本
に
お
い
て
は
大
学
教
育
が
盛
ん
に
な
っ
た

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
と
く
に
文
部
科
学
省
中

央
教
育
審
議
会
の
学
士
課
程
答
申
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て

以
降
、
こ
の
定
義
が
日
本
国
内
で
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
教
員
に
よ
る
一
方
向
的
な
講
義
形
式
の
教
育
と
は
異
な
り
、
学

修
者
の
能
動
的
な
学
修
へ
の
参
加
を
取
り
入
れ
た
教
授
・
学
習
法

の
総
称
。
学
修
者
が
能
動
的
に
学
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
認
知

的
、
倫
理
的
、
社
会
的
能
力
、 

教
養
、
知
識
、
経
験
を
含
め
た
汎

用
的
能
力
の
育
成
を
図
る
。
発
見
学
習
、
問
題
解
決
学
習
、
体
験

学
習
、
調
査 

学
習
等
が
含
ま
れ
る
が
、
教
室
内
で
の
グ
ル
ー
プ
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
等
も

有
効
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
で
あ
る
（
註
２
）。

　

こ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
次
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
か

１　

詳
し
く
は
松
下
佳
代
編
（
二
〇
一
五
）『
デ
ィ
ー

プ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
』
勁
草
書
房
や

溝
上
慎
一
（
二
〇
一
四
）『
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
と
教
授
学
習
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
』
東
信

堂
、
梶
田
叡
一
責
任
編
集
・
人
間
教
育
研
究
協

議
会
編
（
二
〇
一
五
）『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
と
は
何
か
』
金
子
書
房
。
学
校
教
育
で
の

取
り
組
み
と
し
て
は
西
川
純
「
学
び
合
い
」
な

ど
が
近
年
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

を
標
榜
し
て
い
る
。

２　

中
央
教
育
審
議
会
（
二
〇
一
二
）「
新
た
な
未

来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に

向
け
て—

生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え

る
力
を
育
成
す
る
大
学
へ
（
答
申
）」
用
語

集　

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/com
ponent/

b_m
enu/shingi/toushin/__icsF

iles/
afieldfile/2012/10/04/1325048_3.pdf　

2016/2/2

閲
覧
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ら
小
中
高
校
の
授
業
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
学

校
現
場
で
話
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
な
ぜ
、

そ
の
手
法
を
小
中
高
校
、
そ
し
て
大
学
で
用
い
る
か
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
日
本
の
教
育
の
歴
史
を
鑑
み
な
い
と
見
え
て
こ
な
い
。
昭
和

の
大
半
を
費
や
し
た
「
詰
め
込
み
教
育
」
か
ら
の
転
換
を
目
指
し
て
、

新
時
代
の
「
新
し
い
学
び
」
を
形
作
っ
た
八
〇
年
代
の
臨
時
教
育
審
議

会
（
註
３
）
以
降
、「
生
涯
学
習
」
を
前
提
と
し
た
小
中
高
校
、
そ
し
て

大
学
教
育
で
一
貫
し
た
学
習
課
程
構
築
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

て
き
た
。
そ
れ
に
対
応
し
て
小
中
高
校
、
そ
し
て
大
学
と
十
数
年
間
の

間
に
日
本
に
お
け
る
学
習
者
は
お
お
ま
か
に
次
の
よ
う
な
能
力
を
獲
得

す
べ
き
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、学
び
へ
の「
主
体
性
・
能
動
性
」、

「
協
同
性
・
社
会
性
」、「
問
題
解
決
能
力
・
科
学
的
思
考
」
な
ど
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
「
学
び
」
へ
の
志
向
性
の
み
な
ら
ず
、「
仕
事
」
や
「
市

民
社
会
」
へ
の
志
向
性
で
も
あ
り
、
人
的
資
本
や
市
民
と
し
て
の
、
つ

ま
り
「
大
人
」
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
学
習
と
し
て
理
解
す
る
こ
と

が
出
来
る
（
註
４
）。

３　

臨
教
審
を
め
ぐ
る
文
部
省
側
か
ら
の
証
言
と
し

て
、
寺
脇
研
（
二
〇
一
三
）『
文
部
科
学
省
』
中

央
公
論
新
社
を
参
照
。

４　

こ
れ
ら
の
議
論
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
」

や
「
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
問
題
と
し

て
教
育
学
で
は
確
立
さ
れ
て
き
て
い
る
。
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私
た
ち
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

　

現
在
、
議
論
さ
れ
て
い
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
前
述
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
能
力
を

獲
得
す
る
方
法
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
実
は
、
学
校
外

の
学
び
に
お
い
て
は
、
目
新
し
い
も
の
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
市
民
活
動
、
伝
統
的
な
習
い
事
や
職
人
集
団
、
そ
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
鑑
賞
者
教
育
や
博
物
館
で

の
教
育
普
及
活
動
な
ど
の
社
会
教
育
の
現
場
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
と
「
学
校
教
育
」
の
最
大
の
違
い
は
「
社
会
」
と
の
近
さ
で
あ
る
。「
学
校
」
は
「
社
会
」
と
は
違

う
論
理
で
動
い
て
い
る
独
特
な
世
界
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
学
校
外
の
「
学
び
」
は
「
社
会
」
の
延
長
線
上
の

存
在
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　

今
回
、
様
々
な
連
携
を
通
じ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
点
に
注
意
し
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
学
習
者
が
生
き
る
社
会
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
前
提
と
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
時
間
・
空
間
を
学
修
者
が
生
き
る
こ
と
で
何
ら
か
の
変
化
を
遂
げ
る
学
習
活
動
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
で
い
う
「
社
会
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
と
し
て
、
従
来
の
学
校
教
育
が
忘
れ
取
り
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
て
い

る
「
身か
ら
だ体
」・「『
モ
ノ
』
と
出
会
う
」・「『
他ひ

と者
』
と
つ
な
が
り
」
と
い
う
三
つ
の
要
素
を
核
と
し
て
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
し
た
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
合
計
で
十
一
の
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
同
時
並
行
し
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
表
に
ま

と
め
た
と
お
り
で
あ
る
。

（「
京
の
イ
ル
カ
と
学
び
の
ド
ラ
マ
」
学
修
支
援
総
括　

蒲
生
諒
太
）
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